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感震ブレーカーをつけましょう P1～2

自然災害に備えよう【水害編】 P3～4

波及事故を防止するために【設備劣化編】 P５～6

「目次」

職場内の電気事故を未然に防ごう！

たこ足配線により焼損した電源タップ 油や鉄粉による汚れのひどいプラグ

過電流により溶けたコンセント 水の浸入により内部が腐食した屋外灯

電気器具は誤った使い方をすると過熱・ショート(短絡)して
“火災などの危険性”が高まります
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◆事業場敷地全体へ防水壁の設置事例
･想定最大浸水深さ１０ｍの地域にある事業所。過去の浸水深さ２ｍの１.5倍、高さ３ｍで建設。
･災害対応訓練の一環として、止水扉の開閉訓練を実施している。

●受変電設備が被災すると、事業に多大な影響
を及ぼします。休業を余儀なくされるばかりか、
電気が使用出来ずに事業場の復旧作業にも支
障がでます。設備改修等にあわせて災害対策
も施しましょう。

・正面入口　　止水扉は手動開閉式で、閉鎖に約２０分かかるとの事。

階段を設置し、止水扉閉鎖時の出入りを確保。 キュービクルもかさ上げした。

令和元年東日本台風でのキュービクル水没事例
（上記の防水壁を設置された事業所とは異なります。）

自然災害に備えよう！
～災害対策実例集～【水害編】

一般社団法人
中部電気管理技術者協会
　　　　災害対策委員会

●電気設備に水害対策を施した実例を紹介します。立地にあわせた災害対策を実施しましょう。
◆受変電設備　設置位置の見直し事例
･想定最大浸水深さ５ｍ以上の地域で、地上高５ｍの架台上へキュービクルを設置した。
　こちらの事業所は過去に水害を経験していないが、河川に隣接しているため対策を施した。

◆引込柱の浸水対策
万が一の浸水時に、事業場構内を確実に停電させるために（感電事故・機器損傷の防止）、
･区分開閉器(SOG)は制御部(地絡継電器・GR)の制御電源喪失に備え、電源(VT)内蔵型に更新。
　更に雷害対策に避雷器(LA)内蔵タイプとした。(電気設備技術基準省令第49条)
･ 制御部(地絡継電器･GR)も地上５ｍ超に設置した。
･地絡継電器点検時の安全確保のため、足場とリトラクタ式墜落阻止器具を設置している。

堤防上端

下部は倉庫スペースとして活用 こちらはスケルトン状とし、見通しに配慮。

堤防上端

区分開閉器
（LA/VT内蔵）

区分開閉器制御部
地絡継電器(GR)

リトラクタ式
墜落阻止器具

※拡大写真
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